










































































































































































































































































































































































































































































































































































































爾の時如来は、重ね 虚空に住し 更に弥勒 寄せ、寿命の量るべからざるを説き 涅槃の即ち真 あらざるを示したまふ。中夜八十の火、仮に鶴林の煙に唱へ、東方五百の塵、長く鷲峰の月 懸かりたり。夫の釈尊 半座を分かたれ、多宝の全身を現ずるに至りては、限数知 難く 羅漢の位猶ほ暗し、辺際測らず、惟越の地未 明らかならざる者なり。
③







このように私は聞いておりました、九月十五日は、これはいわゆる勧学会 行われる日でありますと。ここに私の仲間うち二三人は、かの法会に結縁し、この伊予国にやってきた者な です。そのようにして勧学 を行う思いを起こすならば、あらゆる存在は縁によって生じ、水上に映る月はまさに空中に浮かぶように見えておりますし、感興は物に触れてはじめて生じ、霜 あたった紅葉はだんだん落ちようとしているのです。ああ場所は異なるとい ても、時も日もなお同じなのです。場所がどのような であっても道場でないところはありま ょうか、すなわち三界はただ一つの心から現れ出たものなのですから、また時宜にかなったものですよ時はどうし 無為に過ごすべきでしょうか、まだ都の東山と南海道の伊予とをわけ隔てられてはいないのです。諸善男子よ、こ こと ど われましょうか。この場所において、この法会を修すのは、どうして広く仏事を起こし、遠く法華を伝える者でないことありましょうかと。そこで今境内に寺を尋ね、寺中に僧に逢って るので 。こ からいささか講経・念仏のため 筵 延べひらき、また歌詠・称讃の筆を加えましょう。すばらしいことですすばらしいことです これ
はここに集う会衆を悦ばせるものなのです。
②
その時如来は、重ねて虚空にとどまり、あらためて弥勒菩薩に伝えて、如来の寿命が量ることができないことをお説きになり、涅槃がすなわち真実でないことをお示しになられ した。中夜 釈尊を荼毘にふす火は、仮 方便だ 娑羅双樹の間に立つ煙によってお示しになられるものですし、東方諸国の数えることのできないほどの数の塵のような仏の寿命は、とこしなえに霊鷲山 月 懸かっているのです。かの釈尊が半座を分かたれて、多宝如来が全身 現されに至っては、仏 寿命の限りも知り難く、阿羅漢の位においてもなお先行きが見えないほどですし、その果ては測る とができず、阿惟越致の位においても まだ明らかにすること できないほどのものなのです。
③











































































































































































































































































































































































































」 （ 『隋天台智者大師別伝』 ［大正五〇
−































































































































































































































































、 十二韻」 、 『白氏文集』巻二十























































































































（ 『八十華厳』巻三十七 ・ 十地品［大正一〇











































































































常不軽菩薩豈異人乎 則我身是」 （ 『法華経』巻六・常不軽菩薩品［大正九








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































久」 （白居易「君子不器賦」 、 『白氏文集』巻二十一























」 （白居易「三十六達聡明致理化」 、 『白氏文集』巻





旧」 （菅原道真「春惜桜花応製」 、 『菅家文草』巻七［五四六］ 、










































































開」 （白居易「仙遊寺独宿」 、 『白氏文集』巻







































































































































































































































































































































































































































二十首、又一首（十） 」 、 『白氏文





































































































華経』如来寿量品において説かれる、法華七喩の一つ「良医の喩え」に拠る。名医が他国に出かけてい 間に、大勢 子供たちが誤って毒を飲んでしまった。折りよく帰国した父は薬を調合しが、本心を失った子の中には服用を拒否する者がいた。一計を案じた父は、遺言を伝えて他国 出て、偽りの死亡通知を出した。





































































































































































































」 （白居易「池上篇并序」 、 『白氏
文集』巻六十［二九二八］ ） 。［使用テクスト］主に以下に依拠しつつ、適宜、句読点・読み等を私に改めた。『法華経』 『華厳経（八十華厳） 』 『大乗本生心地観経』 『観無量寿経』 『大般涅槃経（南本） 』 『大般涅槃経後分』 『法華玄義』 『法華文句』 『法華文句記』 『止観輔行伝弘決』 『大乗義章』 『続高僧伝』『隋天台智者大師別伝』 『大唐西域記』 『法苑珠林』＝大正新修大蔵経。 『史記 晋書』 『全唐詩』＝中華書局版。 文選』 『孔子家語』＝新釈漢文大系。 『論語 文心雕龍』 『白氏文集』＝新釈漢文大系・白氏文集歌詩索引。 分門集註杜工部詩 ＝四部叢刊
『本朝文粋』＝新日本古典文学大系。 『延喜式』 『日本三代実録』＝新訂増補国史大系。〔附記〕小稿は、二〇一〇年九月三日、台湾 学文学院演講庁において開催された、和漢比較文学会第三回特別研究発表会（特別例会）において、 「大江以言擬勧学会詩序と白居易」と題して発表したものの一部を 訳註として成稿したものである。
